
上宏
千ち

葉ば

遺
跡

東
京

・

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
葛
飾
区
西
亀
有

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
三
月
１
人
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
葛
飾
区
遺
跡
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
江
上
智
恵

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

上
千
葉
遺
跡
は
東
京
都
東
部
の
、
下
総
台
地
と
武
蔵
野
台
地
と
に
挟
ま
れ
た

東
京
低
地
と
呼
ば
れ
る
沖
積
低
地
の
微
高
地
上
に
立
地
す
る
。

本
調
査
で
は

一
六
世
紀
の
建

物
や
水
田
、　
三
ハ
世
紀
後
葉
か

ら

一
七
世
紀
前
葉
に
か
け
て
の

溝
で
区
画
さ
れ
た
屋
敷
、　
一
人

世
紀
以
降
の
溝
状
遺
構
な
ど
が

検
出
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
屋
敷

に
関
連
す
る

一
七
号
溝
で
、
区

画
溝
と
考
え
ら
れ
る
。
幅
は

二

・
八
―
三

・
六
ｍ
深
さ
は
○

・
八
―

一
・
三
ｍ
を
測
る
。
こ
の
遺
構
で
は

一

七
世
紀
前
葉
の
瀬
戸

・
美
濃
陶
器
が
出
土
し
て
お
り
、
木
簡
も
こ
の
時
期
の
も

の
と
思
わ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

「高
理
」

〔
高

理
ヵ
〕

「□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ∞葵
］授
∞
冨

両
面
に
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も

「高
理
」
の
二
文
字
と
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
（永
越
信
五ｅ

(東京東北部)
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